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関わりに関する考察を行う｡グローバル化が進行
している背景の下で､中国の家電産業はますます
世界の市場を離せなくなっている｡中国の家電企
業は海外に進出の際､どんな戦略をとったかを考
察 した｡その中､海爾､TCL､格蘭仕の三つ企業
を取 り上げて､｢先難後易｣｢先易後難｣｢OEM生
産｣のモデルを紹介する｡中国の対外投資は近年
急速に増えたことで､大きな注目を集めた｡特に､
家電企業の海外進出が著 しく進行 して､海外進出
戦略の重要性が高まってきている｡この三つのモ
デルの形成が家電企業の海外進出にとって､大き
な意味を持つと考えられる｡
中国家電産業は高速な発展を遂げた現在､いろ
いろな課題に直面 している｡家電製品の同質性､
長期にわたる価格競争､核心技術の弱点､ブラン
ドカの弱さといった問題を解決するため､多角化
戦略をどうとるかが重要である｡多くの企業は資
源を集中して､競争力がある事業を発展 させる現
在､中国の家電企業は過大な多角化がふさわしい
行動だとは思われない｡核心競争力を掘り出すた
め､関連多角化と専業化経営が有効的であるだろ
う｡
